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京
都
・
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
立
像
に
関
す
る
一
考
察

│
│
頭
上
の
鳳
凰
・
頭
飾
・
髪
型
を
中
心
に
│
│

海
老
澤　

る
り
は

は
じ
め
に

　

京
都
・
浄
瑠
璃
寺
の
吉
祥
天
立
像
（
図
1
）
は
、
そ
の
美
し
い
姿
か
ら
吉
祥
天
の
代
表
的
作
例
と
し
て
名
高
い
。
本
像
は
、
浄
瑠

璃
寺
の
沿
革
が
記
さ
れ
た
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
に
よ
っ
て
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
頃
の
造
立
で
あ
る
こ
と
が
通
説
に
な
っ
て
い

る
が
、
作
者
、
造
像
関
係
者
、
造
像
目
的
な
ど
の
造
像
背
景
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
先
行
研
究
に

お
い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た（1
）。

本
像
は
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
三
井
記
念
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
奈
良　

西

大
寺
展　

叡
尊
と
一
門
の
名
宝
」
に
お
い
て
期
間
限
定
で
一
般
公
開
さ
れ（2
）、

筆
者
は
担
当
者
と
し
て
本
像
を
実
見
す
る
貴
重
な
機
会

に
恵
ま
れ
、
そ
の
像
容
を
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
先
行
研
究
に
お
い
て
詳
細

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
頭
上
の
鳳
凰
、
頭
飾
、
髪
型
に
着
目
し
、
本
像
の
表
現
上
の
特
質
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
造
像
背
景
に
関
す
る
考
察
の
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

一　

概
要（3
）

　

ま
ず
は
本
像
の
形
状
、
構
造
・
彩
色
、
台
座
・
厨
子
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

〔
形
状
〕

　

像
高
は
九
〇
・
〇
㎝
。
正
面
を
向
き
、
左
手
を
外
側
に
向
け
て
屈
臂
し
掌
の
上
に
宝
珠
を
載
せ
、
右
手
は
垂
下
し
与
願
印
を
表
し

立
つ
。
頭
部
に
は
天
冠
台
が
巡
り
、
頭
部
中
央
に
は
正
面
を
向
い
て
立
つ
鳳
凰
を
表
す
。
鳳
凰
の
足
元
左
右
に
は
、
珠
玉
・
花
・
鳥

な
ど
の
装
飾
を
不
整
形
な
雲
の
輪
で
繋
げ
た
頭
飾
が
各
一
組
表
さ
れ
、
側
頭
部
に
は
雲
上
に
載
る
宝
珠
を
表
わ
し
た
筓
と
垂
飾
を
つ

け
る
。
髪
型
は
、
頭
頂
に
小
振
り
で
低
い
髻
を
つ
く
り
、
房
状
の
髪
束
が
両
耳
を
覆
い
両
肩
の
前
に
垂
れ
、
後
頭
部
の
頭
髪
は
左
右

振
り
分
け
と
す
る
。

　

着
衣
は
、
上
半
身
に
内
衣
、
大
袖
の
衣
、
礚褥 
襠
衣
を
重
ね
、
下
半
身
に
裙
、
蔽
膝
を
着
け
、
沓
を
履
く
。
礚褥 
襠
衣
は
、
左
前
で
打

ち
合
わ
せ
、
襟
を
Ｖ
字
形
に
開
け
、
襟
元
を
折
り
返
し
て
肩
掛
け
状
に
両
肩
を
覆
う
。
礚褥 
襠
衣
の
鰭
袖
と
裙
裾
は
、
大
き
く
翻
り
渦

を
巻
い
た
雲
形
を
呈
す
る
。
蔽
膝
の
縁
に
は
左
右
に
広
が
る
鰭
飾
り
を
付
け
、
腰
に
腰
帯
と
腰
紐
を
表
し
、
腰
紐
の
先
端
は
外
側
に

広
が
る
。
体
部
は
胸
飾
と
装
身
具
を
つ
け
、
装
身
具
は
、
両
肩
か
ら
腹
前
に
垂
下
し
、
腹
前
の
大
振
り
な
装
飾
を
通
っ
て
体
部
正
面

で
Ｘ
字
状
を
呈
し
、
背
面
に
繋
が
る
。
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〔
構
造
・
彩
色
〕

　

割
矧
造
（
針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
））、
彩
色
、
彫
眼
と
す
る
。
頭
体
幹
部
は
、
頭
頂
か
ら
膝
下
の
部
分
ま
で
を
一
材
よ
り
彫
出
し
、

前
後
に
割
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
施
す
。
裙
裾
部
は
横
一
材
か
ら
彫
出
し
て
矧
ぎ
、
頭
部
は
礚褥 
襠
衣
の
襟
元
で
割
首
と
す
る
。
頭
飾
、
鳳

凰
、
装
身
具
は
す
べ
て
木
造
で
別
材
と
し
、
天
冠
台
と
鳳
凰
の
尾
羽
は
銅
製
、
垂
飾
各
種
は
銅
線
で
繋
げ
る
。
本
体
の
彩
色
は
、
錆

下
地
に
白
土
地
を
重
ね
、
そ
の
上
に
彩
色
を
施
し
て
お
り
、
着
衣
の
各
所
に
は
繧
繝
彩
色
を
多
用
し
た
宝
相
華
や
草
花
な
ど
の
文
様

を
描
く
。

〔
台
座
・
厨
子
〕

　

台
座
は
三
重
蓮
華
座
で
、
上
か
ら
蓮
肉
、
仰
蓮
、
荷
葉
、
框
一
段
か
ら
な
る
。
仰
蓮
は
十
二
方
三
段
で
魚
鱗
葺
き
と
し
、
表
面
に

は
繧
繝
彩
色
を
用
い
て
花
弁
な
ど
を
描
く
。
框
は
六
角
形
で
各
角
に
隅
足
を
つ
け
、
截
金
で
流
水
文
を
表
す
。
本
像
を
安
置
す
る
春

日
厨
子
は
、
後
壁
と
扉
の
内
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
八
臂
弁
才
天
・
梵
天
・
帝
釈
天
・
四
天
王
な
ど
の
尊
像
、
正
面
扉
の
外
側
に
は
竹
雀

図
を
描
く
。

　

以
上
、
本
像
の
形
状
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
華
麗
な
色
彩
と
豪
華
な
装
飾
品
で
荘
厳
さ
れ
た
形
姿
、

雲
状
に
翻
る
礚褥 
襠
衣
の
袖
口
や
裙
裾
、
肩
に
掛
か
る
衣
な
ど
が
主
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
外
見
上
の
大
き
な

特
徴
で
あ
り
、
宋
風
様
式
の
影
響
、
あ
る
い
は
古
典
的
要
素
の
摂
取
な
ど
と
大
き
く
関
わ
り
、
本
像
の
作
者
や
造
像
背
景
を
考
察
す

る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
像
を
観
察
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
も
、

他
の
作
例
と
は
異
な
る
本
像
の
特
徴
が
各
所
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
主
な
例
を
挙
げ
る
と
、
頭
上
中
央
に
表
さ
れ
た
鳳
凰
、
様
々
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な
モ
チ
ー
フ
が
雲
気
の
輪
で
繋
げ
ら
れ
た
頭
飾
、
両
肩
を
覆
う
髪
型
、
宝
珠
を
載
せ
た
左
手
を
外
側
に
屈
臂
す
る
姿
勢
な
ど
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
特
徴
の
う
ち
頭
上
の
鳳
凰
、
頭
飾
、
髪
型
に
焦
点
を
当
て
て
順
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

二　

頭
上
の
鳳
凰
に
つ
い
て

　

本
像
の
頭
上
に
表
さ
れ
た
鳳
凰
（
図
2
）
は
、
正
面
を
向
き
、
左
右
の
翼
を
斜
め
上
方
向
に
広
げ
て
立
っ
て
い
る
。
体
全
体
は
木

製
で
、
鶏
冠
、
嘴
、
目
、
肉
垂
、
羽
毛
な
ど
の
細
か
な
部
分
が
彫
出
さ
れ
、
金
属
製
の
尾
羽
以
外
は
当
初
と
さ
れ
て
い
る
。
鳳
凰
が

頭
上
中
央
の
目
立
つ
位
置
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
他
の
頭
飾
と
は
独
立
し
た
形
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
細
部
ま
で
入
念
な
仕

上
が
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
鳳
凰
が
本
像
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
、
本
像
の
性
格

を
考
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
通
り
本
像
の
鳳
凰
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
先
行
研
究
は
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
鳳
凰
の
存
在
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
る（4
）。

吉
祥
天
の
形
姿
に
関
し
て
は
、
主
要
経
典
の

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
記
載
が
な
い
一
方
、『
陀
羅
尼
集
経
』『
毘
沙
門
天
王
経
』『
大
吉
祥
天
女
念
誦
法
』『
諸
説
不
同
記
』『
不
空

羂
索
神
変
真
言
経
』
に
は
、
吉
祥
天
の
持
物
や
印
相
な
ど
の
形
姿
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
頭
部
に
鳳
凰
を
表
す
旨
の
記
載
は

見
当
た
ら
ず
、『
阿
裟
縛
抄
』『
覚
禅
抄
』『
別
尊
雑
記
』『
図
像
抄
』
と
い
っ
た
図
像
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
吉
祥
天

に
関
連
す
る
経
典
や
図
像
の
類
か
ら
は
典
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
現
存
作
例
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
に

す
る
。

　

ま
ず
は
他
の
吉
祥
天
像
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
本
像
に
先
行
す
る
作
例
で
は
、
頭
上
に
鳳
凰
を
表
す
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た（5
）。
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そ
の
一
方
、
吉
祥
天
以
外
の
作
例
で
は
、
頭
上
に
鳳
凰
あ
る
い
は
鳥
形
を
表
す
例
と
し
て
、
兜
跋
毘
沙
門
天
像
と
毘
沙
門
天
像
、
敦

煌
莫
高
窟
壁
画
中
の
女
性
供
養
者
な
ど
が
既
に
見
出
さ
れ
て
い
る（6
）。

　

兜
跋
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
は
、
京
都
・
東
寺
像
（
図
3
）
や
京
都
・
清
凉
寺
像
・
奈
良
国
立
博
物
館
像
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
頭
に
四
面
宝
冠
を
戴
き
、
宝
冠
中
央
に
は
正
面
を
向
い
て
立
つ
鳳
凰
が
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
兜
跋
毘
沙
門
天
像
の
特
徴

の
一
つ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
本
像
の
頭
上
の
鳳
凰
も
同
様
に
正
面
を
向
い
て
立
っ
て
い
る
が
、
兜
跋
毘
沙
門
天
の
宝
冠
は
四
面
の

筒
形
で
、
正
面
に
鳳
凰
、
側
面
に
神
将
像
が
表
さ
れ
て
お
り
、
鳳
凰
が
単
体
で
あ
る
本
像
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
兜
跋
毘
沙
門
天
の

鳥
を
表
し
た
宝
冠
に
つ
い
て
は
、
西
域
や
中
国
と
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
指
摘（7
）や

、
唐
代
西
安
出
土
の
神
将
形
の
陶
鎮
墓
俑
が
頭
上

に
大
き
な
鳥
を
戴
く
こ
と
か
ら
、
勇
猛
を
表
す
鳥
を
武
将
や
護
法
神
の
飾
り
と
し
、
兜
跋
毘
沙
門
天
に
も
装
飾
化
し
て
表
し
た
可
能

性
を
示
す
見
解（8
）も

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
像
と
の
直
接
的
な
関
連
性
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
兜
跋
毘
沙
門
天
以
外
の
作
例
で
は
、
毘
沙
門
天
を
表
わ
し
た
作
例
や
図
像
に
同
様
の
例
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
滋
賀
・

延
暦
寺
四
天
王
像
（
西
塔
釈
迦
堂
伝
来
）
の
一
体（9
）の

ほ
か
、
仁
和
寺
本
『
別
尊
雑
記
』
巻
五
十
四
「
多
聞
天
」（
図
4
）
や
『
四
家
鈔

図
像
』
に
は
宝
冠
の
頂
に
鳳
凰
が
表
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
図
像
の
類
で
は
毘
沙
門
天
以
外
の
神
将
形
像
、
星
曼
荼
羅
の
九
曜
中

の
金
曜
（
太
白
星
）
や
北
斗
曼
荼
羅
図
な
ど
の
女
性
天
部
像
に
も
、
鳳
凰
の
よ
う
な
鳥
を
頭
部
に
戴
く
例
が
確
認
で
き
る
。
特
に
毘

沙
門
天
に
つ
い
て
は
、
従
来
吉
祥
天
と
夫
婦
と
し
て
み
な
さ
れ
、
毘
沙
門
天
と
吉
祥
天
を
一
具
と
す
る
作
例
も
現
存
し
、
密
接
な
繋

が
り
を
持
つ
尊
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、
現
段
階
で
は
指
摘
の
み
に
と
ど

め
て
お
く
。

　

一
方
、
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
に
お
い
て
は
、
特
に
五
代
以
降
の
壁
画
に
描
か
れ
た
女
性
供
養
者
の
頭
上
に
鳳
凰
を
表
わ
す
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る（10
）。

例
え
ば
、
五
代
の
第
九
八
窟
（
図
5
）・
第
六
一
窟
・
第
一
〇
八
窟
な
ど
が
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
従
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来
「
鳳
冠
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が（11
）、

鳳
冠
と
は
文
字
通
り
冠
上
に
鳳
凰
を
あ
し
ら
っ
た
冠
で
、
中
国
の
女
性
が
実
際
に
被
っ
て
い
た

と
い
う（12
）。

中
国
に
お
い
て
頭
に
鳳
凰
を
飾
る
風
習
は
漢
代
よ
り
形
成
さ
れ
、「
鳳
冠
」
の
名
称
が
晋
代
の
『
拾
遺
記
』
に
記
載
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
鳳
冠
は
早
い
時
期
か
ら
存
在
が
確
認
で
き
る
が
、
鳳
冠
を
冠
服
制
度
に
取
り
入
れ
て
正
式
な
礼
冠
と
し
、
后
妃
が
儀
式

の
際
に
被
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
宋
代
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
五
代
の
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
の
女
性
供
養
者
に
表
わ
さ
れ
た

鳳
冠
は
正
式
な
礼
冠
で
は
な
い
も
の
の
、
鳳
冠
の
女
性
の
多
く
が
皇
后
や
有
力
者
の
夫
人
、
娘
な
ど
身
分
の
高
い
人
物
と
比
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら（13
）、

宋
代
以
前
も
鳳
冠
は
高
貴
な
女
性
の
冠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
中
国
に
お
け
る
女
性
の
頭

上
の
鳳
凰
は
、
高
貴
な
存
在
を
示
す
一
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

以
上
、
兜
跋
毘
沙
門
天
や
毘
沙
門
天
、
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
の
女
性
供
養
者
な
ど
従
来
指
摘
さ
れ
た
類
例
を
追
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

本
像
と
の
直
接
的
な
関
連
性
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
他
の
作
例
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
と
こ
ろ
、『
維
摩
経
』

「
観
衆
生
品
」
に
登
場
す
る
天
女
に
も
頭
上
に
鳳
凰
を
表
し
た
例
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
天
女
が
頭
上
に
鳳
凰
を
表
す
と
い
う
点

で
、
形
姿
の
上
で
は
先
述
の
兜
跋
毘
沙
門
天
等
の
尊
像
や
女
性
供
養
者
よ
り
も
、
本
像
に
よ
り
近
い
類
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
本
稿
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
京
都
国
立
博
物
館
「
維
摩
居
士
像
」（
図
6
）
を
取
り
上
げ
て
い
く
。
こ
の
絵
は

中
国
宋
代
・
十
三
世
紀
の
も
の
で
、
作
者
は
北
宋
末
の
画
家
李
公
麟
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
作
例
で
あ
る（14
）。

　

京
都
国
立
博
物
館
「
維
摩
居
士
像
」
の
画
面
の
右
側
に
は
、
脇
息
に
寄
り
か
か
っ
て
坐
る
維
摩
居
士
、
そ
の
左
後
方
に
は
振
り
返

る
よ
う
に
立
つ
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
維
摩
居
士
の
傍
ら
に
描
か
れ
た
女
性
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
振
り
返
る

よ
う
に
顔
を
維
摩
に
向
け
、
左
手
に
は
花
を
盛
っ
た
華
籠
を
持
ち
、
右
手
に
花
を
摘
ま
み
散
華
を
す
る
姿
で
佇
む
。
髪
は
大
き
な
輪

の
形
に
結
い
上
げ
、
頭
部
に
は
花
や
宝
珠
な
ど
様
々
な
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
豪
華
な
頭
飾
を
付
け
て
い
る（15
）。

そ
し
て
、
こ
の
頭
飾
の

中
央
に
は
本
像
と
同
様
に
鳳
凰
が
大
き
く
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
7
）。
鳳
凰
は
、
翼
を
広
げ
尾
羽
を
後
方
に
跳
ね
上
げ
て
、
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嘴
に
垂
飾
を
咥
え
た
い
わ
ゆ
る
花
喰
鳥
に
近
似
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
着
衣
に
つ
い
て
は
上
半
身
に
内
衣
と
大
袖
、
下

半
身
に
は
裙
を
着
け
て
い
る
。
左
肘
付
近
に
は
鰭
状
の
飾
り
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
鰭
袖
を
付
し
た
礚褥 
襠
衣
で
あ
る
事
が
分
か

り
、
肩
先
に
は
礚褥 
襠
衣
の
襟
の
折
り
返
し
ら
し
き
突
出
し
た
着
衣
の
一
部
分
が
見
え
る
。
さ
ら
に
両
膝
下
部
分
に
も
蔽
膝
の
縁
飾
り

と
思
わ
れ
る
鰭
飾
り
が
表
さ
れ
て
お
り
、
大
袖
・
礚褥 
襠
衣
・
裙
・
蔽
膝
と
い
う
吉
祥
天
を
含
む
女
性
天
部
像
と
同
様
の
着
衣
形
式
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
体
部
に
は
正
面
で
Ｘ
字
状
を
呈
す
る
装
身
具
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
京
都
国
立
博
物
館
「
維

摩
居
士
像
」
に
描
か
れ
た
女
性
は
、
頭
部
に
表
さ
れ
た
鳳
凰
を
は
じ
め
、
着
衣
や
装
身
具
の
形
状
も
本
像
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

こ
の
京
都
国
立
博
物
館
「
維
摩
居
士
像
」
は
『
維
摩
経
』
に
基
づ
く
文
殊
と
問
答
す
る
維
摩
居
士
の
姿
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

傍
ら
の
女
性
は
、『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
に
登
場
す
る
天
女
と
さ
れ
て
い
る
。『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
で
は
、
維
摩
の
部
屋
に

姿
を
表
し
た
一
人
の
天
女
を
中
心
に
話
が
展
開
し
て
お
り
、
経
典
に
は
、
最
初
に
天
女
が
散
華
を
し
た
後
、
散
華
し
た
花
び
ら
を
き
っ

か
け
に
舎
利
弗
と
問
答
を
繰
り
広
げ
、
さ
ら
に
は
天
女
が
舎
利
弗
を
神
通
力
で
天
女
に
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
興
味
深
い
内
容
が
説

か
れ
て
い
る（16
）。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
「
観
衆
生
品
」
に
は
、
天
女
の
形
姿
に
関
す
る
具
体
的
な
記
載
が
な
い
た
め
、『
維
摩
経
』
に
関

連
す
る
現
存
作
例
を
挙
げ
な
が
ら
天
女
と
鳳
凰
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
『
維
摩
経
』
に
お
け
る
文
殊
・
維
摩
問
答
の
場
面
は
、
絵
画
・
彫
刻
と
も
に
多
く
の
作
例
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
特
に
日
本
に
先
立
つ

中
国
で
は
、
南
北
朝
時
代
よ
り
雲
岡
石
窟
・
龍
門
石
窟
な
ど
の
彫
塑
に
表
れ
る
ほ
か
、
隋
代
以
降
の
敦
煌
莫
高
窟
で
は
『
維
摩
経
』

の
説
話
を
図
様
化
し
た
維
摩
経
変
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い（17
）。

維
摩
経
変
の
画
面
構
成
は
、
問
答
す
る
文
殊
・
維
摩
の
姿
を
中

心
と
し
て
、
そ
の
周
囲
に
各
品
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
特
に
初
唐
以
降
の
敦
煌
莫
高
窟
の
維
摩
経
変
で
は
、

維
摩
・
文
殊
の
傍
ら
に
佇
む
比
丘
と
女
性
の
姿
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
女
性
が
京
都
国
立
博
物
館
「
維
摩
居
士
像
」
と
同
様
、『
維
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摩
経
』「
観
衆
生
品
」
に
登
場
す
る
天
女
で
あ
る
。

　

こ
の
『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
の
天
女
が
描
か
れ
た
維
摩
経
変
の
作
例
に
つ
い
て
は
、
敦
煌
莫
高
窟
の
隋
代
よ
り
確
認
が
で
き
、

続
く
唐
代
以
降
に
も
登
場
し
て
い
る
。「
観
衆
生
品
」
の
天
女
が
明
確
に
表
さ
れ
た
例
と
し
て
、
初
唐
の
第
三
三
五
窟
、
第
二
二
〇

窟
、
第
三
三
四
窟
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
中
で
も
注
目
に
値
す
る
の
が
第
三
三
五
窟
の
北
壁
に
描
か
れ
た
維
摩
経
変
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、『
維
摩
経
』「
文
殊
師
利
問
疾
品
」
に
お
け
る
維
摩
と
文
殊
が
向
き
合
っ
て
坐
り
問
答
す
る
場
面
を
中
心
と
し
て
、
周
囲
に

諸
菩
薩
・
比
丘
・
人
物
が
同
一
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
。
維
摩
の
傍
ら
に
は
天
女
（
図
8
）、
文
殊
の
傍
ら
に
は
比
丘
が
佇
む
が
、
こ

れ
は
「
観
衆
生
品
」
に
て
問
答
を
す
る
舎
利
弗
と
天
女
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
維
摩
の
傍
ら
に
立
つ
天
女
に
注
目
す
る
と
、
大
袖
・

礚褥 
襠
衣
・
裙
・
蔽
膝
と
い
っ
た
吉
祥
天
像
と
共
通
す
る
着
衣
を
身
に
ま
と
い
、
頭
上
に
は
翼
を
広
げ
た
鳳
凰
と
見
ら
れ
る
鳥
の
姿
が

表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（18
）。

ま
た
、
貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
の
墨
書
題
記
を
有
す
る
第
二
二
〇
窟
東
壁
の
維
摩
経
変
の
天
女

に
も
明
確
で
は
な
い
が
、
宝
冠
の
上
部
に
鳥
の
羽
の
よ
う
な
形
状
が
確
認
で
き
る
。

　

前
述
し
た
通
り
、
維
摩
の
傍
ら
に
表
さ
れ
た
天
女
は
『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
に
登
場
し
、
舎
利
弗
と
問
答
を
繰
り
広
げ
た
天
女

で
あ
る
。
舎
利
弗
は
十
大
弟
子
の
一
人
で
、
智
慧
第
一
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
舎
利
弗
と
対
等
に
問
答
を
繰
り
広

げ
る
だ
け
で
な
く
、
問
答
の
途
中
で
舎
利
弗
を
天
女
の
姿
に
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
天
女
は
、
相
当
な
能
力
を
有
す
る
存
在
で
あ
る

と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
、
天
女
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
。
こ
の
「
観
衆
生
品
」
の
最
後
に
は
、
維
摩

が
天
女
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
、
そ
こ
に
は
「
是
天
女
已
曾
供
養
九
十
二
億
佛
已
。
能
遊
戲
菩
薩
神
通
。
所
願

具
足
得
無
生
忍
住
不
退
転
。
以
本
願
故
隨
意
能
現
教
化
衆
生
。」
と
書
か
れ
て
い
る（19
）。

つ
ま
り
、
こ
の
天
女
は
九
十
二
億
の
仏
に
仕
え

供
養
し
、
神
通
力
を
自
在
に
操
る
こ
と
が
で
き
、
す
で
に
不
退
転
の
菩
薩
の
境
地
に
達
し
、
衆
生
を
救
う
願
い
を
持
っ
て
意
の
ま
ま

に
姿
を
表
し
衆
生
を
教
化
す
る
と
い
う
。
こ
の
経
文
か
ら
は
、
姿
こ
そ
天
女
で
あ
る
も
の
の
、
す
で
に
菩
薩
の
境
地
に
あ
る
特
別
な
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天
女
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
天
女
の
姿
を
描
い
た
京
都
国
立
博
物
館
「
維
摩
居
士
像
」
や
敦
煌
莫
高
窟

壁
画
の
維
摩
経
変
な
ど
に
は
、
頭
上
に
鳳
凰
を
表
わ
し
た
作
例
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
の
み
で
断
定
す
る
に
は
時
期
尚

早
で
あ
り
、『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
に
お
い
て
も
頭
上
の
鳳
凰
に
関
す
る
記
載
が
な
い
た
め
、
一
つ
の
仮
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
頭

上
の
鳳
凰
は
単
に
天
女
を
華
麗
に
荘
厳
す
る
装
飾
で
は
な
く
、『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
に
お
い
て
菩
薩
と
同
等
の
存
在
と
見
な
さ

れ
た
特
別
な
天
女
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
の
天
女
と

吉
祥
天
と
の
直
接
的
な
関
係
に
つ
い
て
も
、
現
状
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
像
の
造
像
に
あ
た
り
、
菩
薩
と
同
等
と
い
う
特

別
な
天
女
の
性
格
を
頭
上
の
鳳
凰
と
い
う
形
で
取
り
入
れ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。

　

以
上
、
本
像
の
頭
上
の
鳳
凰
に
つ
い
て
近
似
す
る
作
例
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
美
術
工
芸
品
に
表
わ
さ
れ
た
鳳
凰
が
示

す
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
鳳
凰
と
は
、
古
代
中
国
で
生
み
出
さ
れ
た
想
像
上
の
鳥
で
あ
る
。
中
国
最
古
の
詩
集
で
あ
る

『
詩
経
』
な
ど
に
は
す
で
に
鳳
凰
の
記
述
が
あ
り
、
漢
代
に
お
い
て
瑞
鳥
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
と
さ
れ
る（20
）。

後
漢
の
許
慎

に
よ
る
最
古
の
漢
字
事
典
『
説
文
解
字
』
に
は
、
鳳
凰
は
神
鳥
で
あ
り
、
そ
の
姿
は
麒
麟
・
鹿
・
蛇
・
龍
・
鶏
な
ど
が
組
み
合
わ
さ

れ
た
姿
で
五
色
の
色
を
持
つ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
鳳
凰
は
優
れ
た
天
子
が
表
れ
る
吉
兆
を
示
す
存
在
で
あ
り
、

世
の
中
が
太
平
に
な
る
と
表
れ
る
鳥
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
女
仙
と
鳳
凰
を
組
み
合
わ
せ
た
図
様
や
、「
龍
鳳
呈
祥
」
と
い

い
宮
廷
で
は
龍
を
皇
帝
、
鳳
凰
を
皇
后
に
あ
て
る
例
な
ど
、
鳳
凰
は
特
別
な
女
性
と
の
繋
が
り
も
見
出
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
通

り
、
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
で
い
わ
ゆ
る
鳳
冠
を
被
る
女
性
の
多
く
が
身
分
の
高
い
人
物
で
あ
る
。

　

鳳
凰
は
日
本
に
お
い
て
も
中
国
の
影
響
を
受
け
、
吉
祥
性
の
高
い
瑞
鳥
と
し
て
古
墳
時
代
よ
り
様
々
な
美
術
工
芸
品
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
正
倉
院
宝
物
に
は
、
大
仏
開
眼
会
で
光
明
皇
后
が
被
っ
た
と
さ
れ
る
冠
の
残
欠
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
鳳
凰
の
透
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彫
金
具
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
も
中
国
と
同
様
に
身
分
の
高
い
女
性
の
冠
に
鳳
凰
を
あ
し
ら
う
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る（21
）。

　

ま
た
、
鳳
凰
は
仏
教
世
界
に
お
い
て
仏
を
象
徴
し
荘
厳
す
る
意
匠
と
し
て
認
識
さ
れ
、
法
隆
寺
金
堂
天
蓋
の
鳳
凰
像
や
玉
虫
厨
子

な
ど
の
作
例
に
よ
っ
て
、
鳳
凰
が
仏
や
禅
定
者
の
近
く
に
位
置
し
、
仏
の
頭
上
に
相
応
し
い
鳥
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（22
）。

さ
ら
に
仏
教
と
鳳
凰
の
関
わ
り
で
想
起
さ
れ
る
の
が
浄
土
信
仰
で
あ
る
。
特
に
平
安
時
代
半
ば
頃
か
ら
浄
土
信
仰
の
広
ま
り
に
伴
い
、

阿
弥
陀
如
来
が
住
ま
う
極
楽
浄
土
の
景
観
の
具
現
化
が
各
寺
院
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
主
た
る
例
が
藤
原
頼
通
に
よ
っ
て
天
喜
元
年

（
一
〇
五
三
）
に
創
建
さ
れ
た
京
都
・
平
等
院
で
あ
る
。
南
北
に
広
げ
た
翼
廊
を
持
つ
鳳
凰
堂
と
前
に
広
が
る
宝
池
の
優
美
な
景
観

は
、
ま
さ
に
西
方
極
楽
浄
土
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
鳳
凰
堂
の
頂
上
に
位
置
す
る
主
堂
大
棟
両
端
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
が

二
羽
の
鳳
凰
で
あ
る
。
こ
の
鳳
凰
は
現
在
屋
根
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
中
頃
の
鳳
凰
の
代
表
的
な
造
形
作
例
で
あ
り
、

翼
を
広
げ
て
立
つ
堂
々
と
し
た
そ
の
姿
は
、
極
楽
浄
土
を
具
現
化
し
た
鳳
凰
堂
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
相
応
し
い
。
堂
宇
の
屋
根
に
掲

げ
ら
れ
た
鳳
凰
の
例
は
、
西
大
寺
な
ど
奈
良
時
代
の
頃
よ
り
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
前
述
の
法
隆
寺
金
堂
天
蓋
や
玉
虫
厨
子

と
同
様
に
堂
宇
内
に
仏
や
王
の
存
在
を
示
す
こ
と
で
あ
る（23
）。

や
は
り
平
等
院
鳳
凰
堂
の
鳳
凰
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
得
る

が
、
さ
ら
に
本
稿
で
は
屋
根
の
鳳
凰
が
極
楽
浄
土
を
象
徴
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お

き
た
い
。
な
お
、
平
等
院
以
外
に
も
仏
堂
と
池
を
中
心
と
す
る
極
楽
浄
土
を
再
現
化
し
た
寺
院
が
各
地
に
出
現
し
て
い
る
が
、
本
像

が
安
置
さ
れ
る
浄
瑠
璃
寺
も
そ
の
代
表
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
く
。

　

鳳
凰
の
意
味
に
触
れ
た
上
で
、
こ
こ
で
改
め
て
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
に
お
け
る
本
像
の
記
事
を
み
て
い
き
た
い
。『
浄
瑠
璃
寺
流

記
』
に
は
「
一　

同
年
（
建
暦
二
年
）　

月　

日
。
吉
祥
天
奉
渡
本
堂
丈
六
堂
也（24
）。」

と
あ
り
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
吉
祥
天

が
本
堂
に
安
置
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
は
、
平
安
時
代
の
創
建
か
ら
中
世
に
至
る
ま
で
の
浄
瑠
璃
寺
の
沿
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革
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
数
少
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
こ
の
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
に
吉
祥
天
の
尊
名
、
建
暦
二
年
と
い
う
年

代
と
と
も
に
、
本
堂
（
丈
六
堂
）
と
い
う
安
置
場
所
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
、
こ
の
事
項
が
浄
瑠
璃
寺
に
と
っ
て

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
浄
瑠
璃
寺
は
、
も
と
薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
嘉
承
二
年

（
一
一
〇
七
）
に
新
し
く
本
堂
を
造
営
し
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
五
十
年
後
の
保
元
二
年
（
一
一
五

七
）
に
は
、
本
堂
が
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
こ
と
が
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
お
り
、
本
像
の
当
時
の
安
置
場
所
が
現

在
と
同
じ
堂
宇
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
現
在
浄
瑠
璃
寺
本
堂
の
須
弥
壇
上
に
は
、
九
体
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
横
一
列
に
祀
ら

れ
、
こ
れ
ら
は
九
品
往
生
思
想
に
基
づ
い
た
現
存
唯
一
の
作
例
と
し
て
名
高
い
。
そ
し
て
本
像
は
須
弥
壇
上
の
九
体
阿
弥
陀
如
来
坐

像
の
う
ち
、
中
尊
の
す
ぐ
右
隣
の
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
体
阿
弥
陀
如
来
の
像
間
、
そ
し
て
本
堂
内
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
に
は
吉
祥
天
が
本
堂
に
安
置
さ
れ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
だ
け
で
、
当
初
の
堂
内

の
安
置
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
現
在
と
同
じ
場
所
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
本
像
が
浄
瑠
璃
寺
、
そ
し
て
阿
弥
陀
如
来
を
安
置

す
る
本
堂
に
お
い
て
重
要
な
尊
像
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。
浄
瑠
璃
寺
は
前
述
の
通
り
、
平
等
院
に
続
く
極
楽
浄
土
を
具
現
化
し

た
景
観
を
持
つ
寺
院
で
あ
り
、
境
内
の
池
を
中
心
と
し
て
、
西
に
九
体
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
す
る
本
堂
、
東
に
薬
師
如
来
を
安
置
す

る
三
重
塔
を
配
し
、
併
せ
て
極
楽
浄
土
と
薬
師
浄
土
が
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
浄
瑠
璃
寺
に
先
立
つ
平
等
院
で
は
、
極
楽
浄
土
を
象

徴
す
る
か
の
よ
う
に
鳳
凰
堂
の
大
棟
に
鳳
凰
が
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
情
景
は
本
像
の
頭
上
に
掲
げ
ら
れ
た
鳳
凰
の
姿
に
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
像
の
安
置
場
所
か
ら
頭
上
の
鳳
凰
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
極
楽
浄
土
、
阿
弥
陀
信
仰
を
象
徴
す
る

一
つ
の
指
標
手
段
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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三　

頭
飾
に
つ
い
て

　

本
像
の
頭
飾
（
図
9
）
は
木
製
で
彩
色
が
施
さ
れ
、
各
種
垂
飾
は
銅
線
で
繋
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
中
央
の
鳳
凰
を
中
心

と
し
て
、
鳳
凰
足
元
の
意
匠
、
そ
の
左
右
に
各
モ
チ
ー
フ
が
配
さ
れ
た
大
振
り
の
意
匠
が
各
一
組
、
さ
ら
に
側
頭
部
よ
り
突
出
す
る

筓
と
垂
飾
か
ら
成
る
。

　

ま
ず
、
鳳
凰
の
足
元
に
注
目
す
る
と
、
中
央
に
二
つ
の
渦
巻
き
を
表
わ
し
た
青
色
の
雲
形
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
左
右
に
は
緑
色

の
雲
形
が
配
さ
れ
、
鳳
凰
が
雲
上
に
立
つ
よ
う
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
雲
形
の
左
右
に
は
、
猪
目
模
様
を
崩
し
た
よ
う
な

不
整
形
な
輪
の
各
所
に
モ
チ
ー
フ
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
整
形
な
輪
の
上
部
・
外
側
・
下
部
中
央
に
は
沸
き
立
つ
雲
が
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
雲
気
で
形
成
さ
れ
た
輪
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
雲
気
各
所
に
配
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
位
置
は
左
右
対

称
で
、
輪
の
上
部
中
央
と
そ
の
横
に
は
雲
に
載
る
宝
珠
と
珠
、
さ
ら
に
中
央
両
側
に
は
雲
形
と
丸
い
花
弁
の
花
飾
り
を
各
一
つ
、
下

部
に
は
菊
形
の
花
飾
り
を
二
つ
配
す
る
。
輪
の
中
央
内
部
に
は
、
雲
上
に
内
側
を
向
い
て
翼
を
広
げ
た
鳥
を
二
羽
表
す
。

　

正
面
の
鳳
凰
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
両
脇
に
二
つ
の
大
ぶ
り
な
意
匠
を
配
す
る
構
成
と
雲
気
で
形
成
さ
れ
た
不
整
形
な
輪
に
つ
い

て
は
、
吉
祥
天
像
及
び
吉
祥
天
像
以
外
の
作
例
と
一
致
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
ず
特
殊
な
例
と
思
わ
れ
る
が
、
運
慶
作
の
愛
知
・
瀧

山
寺
梵
天
立
像
（
図
10
）
の
頭
飾
に
は
、
本
像
と
類
似
す
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。
瀧
山
寺
像
は
、
眼
鏡
形
の
唐
草
を
中
心
と
し

て
、
そ
の
左
右
外
側
に
雲
と
唐
草
が
形
成
す
る
意
匠
を
付
し
て
お
り
、
モ
チ
ー
フ
の
配
置
な
ど
細
部
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
全
体

的
な
構
成
や
形
状
が
似
通
っ
て
い
る
。
こ
の
瀧
山
寺
梵
天
像
の
頭
飾
は
仏
像
に
類
例
が
な
い
形
状
で
あ
る
と
さ
れ（25
）、

京
都
・
東
寺
十

二
天
像
の
梵
天
（
図
11
）
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（26
）。

さ
ら
に
東
寺
十
二
天
像
が
宋
仏
画
の
影
響
を
受
け
た
可
能
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性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
瀧
山
寺
像
の
頭
飾
も
大
陸
と
の
関
連
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る（27
）。

東
寺
十
二
天
梵
天
像
の
構
成
も
モ
チ
ー
フ
が

一
致
は
し
な
い
も
の
の
本
像
と
は
近
い
感
覚
が
あ
り
、
さ
ら
に
東
寺
十
二
天
月
天
（
図
12
）
の
雲
が
湧
き
上
が
る
頭
飾
の
形
状
は
、

雲
を
多
用
し
た
本
像
の
頭
飾
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
、
中
国
の
作
例
に
つ
い
て
も
本
像
と
一
致
す
る
例
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
四
川
省
重
慶
市
に
あ
る
大
足
石
窟
の

南
宋
時
代
の
彫
刻
に
は
、
本
像
に
通
じ
る
作
例
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
宝
頂
山
石
窟
大
仏
湾
第
十
四
号
毘
盧
洞
・
大
日
如
来
像
（
図

13
）
は
、
頭
部
中
央
の
意
匠
（
蓮
華
の
上
に
火
焔
宝
珠
が
載
る
か
）
の
両
脇
に
雲
形
で
縁
取
ら
れ
た
不
整
形
な
輪
の
頭
飾
が
配
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
仏
湾
第
十
一
号
釈
迦
仏
涅
槃
図
弟
子
像
（
図
14
）
の
頭
部
に
は
、
正
面
中
央
の
化
仏
の
両
脇
に
雲
で
形
成
さ
れ

た
渦
巻
形
の
輪
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
例
は
、
本
像
と
異
な
る
点
が
あ
る
も
の
の
、
中
央
の
意
匠
の
左
右
に
頭
飾
の
輪
を
配
す

る
点
、
頭
飾
の
輪
が
雲
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
点
は
本
像
と
近
い
も
の
が
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
本
像
の
頭
飾
の
全
体
的
な
構

成
や
形
状
は
、
中
国
宋
代
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

　

さ
て
本
像
の
頭
飾
は
、
不
整
形
な
輪
が
す
べ
て
雲
気
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
鳳
凰
の
足
元
の
雲
、
筓
の
宝
珠
を
載
せ

る
雲
な
ど
雲
を
多
用
し
て
お
り
、
頭
部
全
体
を
通
し
て
雲
に
対
す
る
強
い
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
像

に
近
い
作
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
瀧
山
寺
梵
天
像
や
東
寺
十
二
天
像
梵
天
像
の
頭
飾
が
雲
と
唐
草
で
展
開
さ
れ
て
い
た
点
と
は
異
な

る
。
雲
の
文
様
は
、
古
代
中
国
よ
り
瑞
祥
の
意
味
を
持
つ
と
見
な
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
中
国
の
影
響
に
よ
っ
て
吉
祥
文
様
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
仏
教
美
術
に
お
け
る
雲
は
、
来
迎
図
等
の
尊
像
が
移
動
す
る
手
段
、
特
殊
な
現
象
が
出
現
す
る
前
兆
、

場
面
の
区
切
り
、
虚
空
の
表
現
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
虚
空
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
の
雲
は
、
鳳
凰
と
組

み
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
奈
良
・
南
法
華
寺
鳳
凰
文
磚
や
奈
良
・
法
隆
寺
玉
虫
厨
子
な
ど
に
は
鳳
凰
の
周
囲
に
雲
が
表

さ
れ
て
い
る
。
再
度
本
像
の
頭
部
に
目
を
向
け
る
と
、
頭
頂
の
中
心
部
に
は
鳳
凰
が
雲
に
乗
り
翼
を
広
げ
、
鳳
凰
足
元
左
右
に
は
雲
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気
か
ら
成
る
頭
飾
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
心
の
鳳
凰
を
頭
飾
が
荘
厳
す
る
か
の
よ
う
な
構
成
で
あ
り
、
鳳
凰
は
雲
と
と

も
に
飛
来
す
る
姿
、
雲
気
で
連
な
る
各
頭
飾
の
モ
チ
ー
フ
は
虚
空
を
舞
う
鳥
・
宝
珠
・
財
宝
・
花
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
よ
っ
て
、

左
右
の
頭
飾
は
頭
部
を
飾
る
装
飾
品
と
し
て
で
は
な
く
、
鳳
凰
を
中
心
と
し
た
浄
土
の
世
界
を
視
覚
的
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
像
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
風
か
ら
快
慶
作
の
可
能
性（28
）の

ほ
か
、
後
方
に
裳
を
引
く
立
ち
姿
が
瀧
山
寺
帝
釈
天
立
像

に
通
じ
る
こ
と
や
、『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
の
記
載
で
本
像
と
同
年
に
安
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
浄
瑠
璃
寺
旧
蔵
の
十
二
神
将
像
と
の
関

わ
り
に
よ
っ
て
、
運
慶
派
仏
師
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（29
）。

作
者
の
問
題
は
今
後
さ
ら
に
検
討
を
有
す
る
が
、
本
像
の
頭
飾
の

特
殊
な
形
状
が
瀧
山
寺
梵
天
立
像
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
表
現
の
検
討
が
本
像
の
作
者
を
特
定
す
る
一
要
因
に
も
な
り

得
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
像
に
お
け
る
雲
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
鰭
袖
と
裙
裾
に
も
雲
形
に
翻
る
箇
所
が
確
認
で
き
、
従
来
宋
風
の

影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（30
）。

こ
れ
ら
の
表
現
の
源
流
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
同
様
に
作
者
に
つ
い
て
の
考
え
を
巡
ら
せ
て
い

き
た
い
。

四　

髪
型
に
つ
い
て

　

本
像
は
、
頭
頂
に
髻
を
一
つ
結
い
上
げ
て
い
る
（
図
15
）。
髻
は
、
正
面
か
ら
見
る
と
手
前
の
鳳
凰
と
頭
飾
に
隠
れ
て
形
状
が
よ
く

見
え
な
い
が
、
高
さ
は
低
く
左
右
の
束
目
が
外
側
に
開
い
て
い
る
。
ま
た
、
髪
束
が
両
耳
を
覆
っ
て
両
肩
前
に
垂
下
し
て
い
る
。
髪

束
は
下
方
に
向
か
っ
て
幅
広
と
な
り
、
縦
に
各
二
条
の
ゆ
る
や
か
な
筋
が
入
り
、
下
端
は
丸
み
を
帯
び
、
膨
ら
み
を
持
た
せ
て
髪
の



京都・浄瑠璃寺吉祥天立像に関する一考察51（604）

ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、
背
面
の
髪
は
垂
下
せ
ず
、
中
央
に
筋
目
を
入
れ
左
右
に
振
り
分
け
て
い
る
。
髪
は
墨
で

彩
色
さ
れ
、
細
か
な
毛
筋
は
刻
ま
れ
な
い
。
以
上
、
本
像
の
髪
型
は
、
両
肩
に
髪
束
が
垂
下
し
下
端
に
丸
み
を
持
た
せ
る
点
、
特
に

正
面
観
か
ら
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
顕
著
で
あ
る
点
が
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
豪
華
な
頭
飾
に
劣
ら
な
い
存
在
感
を
示
す
と

同
時
に
女
性
ら
し
い
雰
囲
気
を
形
成
す
る
一
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

吉
祥
天
の
髪
型
に
つ
い
て
現
存
作
例
を
確
認
す
る
と
、
奈
良
時
代
は
い
ず
れ
も
頭
上
に
髻
を
表
し
髪
は
垂
下
し
な
い
が
、
続
く
平

安
時
代
で
は
髪
を
垂
下
す
る
作
例
が
確
認
で
き
る
。
主
な
作
例
と
し
て
京
都
・
醍
醐
寺
像
（
図
16
）、
京
都
・
鞍
馬
寺
像
、
奈
良
・
東

明
寺
像
、
兵
庫
・
多
聞
寺
像
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
醍
醐
寺
像
、
鞍
馬
寺
像
、
東
明
寺
像
は
、
垂
下
し
た
髪
が
肩
上
あ

る
い
は
肩
後
に
垂
下
し
て
い
る
が
、
本
像
の
よ
う
に
肩
前
を
覆
っ
て
い
な
い（31
）。

多
聞
寺
像
は
、
髪
が
肩
前
に
垂
下
し
て
い
る
が
、
髪

束
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
に
乏
し
い
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
も
同
様
に
滋
賀
・
園
城
寺
像
、
京
都
・
六
波
羅
蜜
寺
像
な
ど
髪
が
垂
下
す
る
作

例
は
存
在
す
る
が
本
像
と
は
形
状
が
異
な
っ
て
お
り
、
本
像
に
先
行
す
る
吉
祥
天
像
に
お
い
て
一
致
す
る
例
は
見
当
た
ら
ず
、
本
像

の
髪
型
は
当
時
の
吉
祥
天
像
に
お
い
て
特
異
な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る（32
）。

　

前
述
の
通
り
、
本
像
の
髪
型
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
両
耳
を
覆
い
な
が
ら
両
肩
の
前
に
垂
下
し
た
下
端
が
丸
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

の
あ
る
髪
束
で
あ
る
。
こ
の
髪
型
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
が
平
安
時
代
の
女
神
像
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
後
半
よ
り
高
ま
り
を
み
せ
た

神
仏
習
合
の
影
響
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
始
め
た
神
像
は
、
平
安
時
代
九
世
紀
以
降
の
作
例
が
現
存
し
て
い
る
。
女
神
像
の
初
期
の
作

例
に
あ
た
る
九
〜
十
世
紀
頃
で
は
、
奈
良
・
薬
師
寺
八
幡
三
神
像
の
神
功
皇
后
（
図
17
）、
同
薬
師
寺
中
津
姫
命
坐
像
、
京
都
・
松
尾

大
社
女
神
坐
像
、
和
歌
山
・
熊
野
速
玉
大
社
夫
須
美
大
神
坐
像
な
ど
が
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
大
袖
の
装
束
を
着

け
て
坐
す
姿
で
、
そ
の
髪
型
は
頭
頂
に
髻
を
つ
く
り
髪
束
が
両
耳
を
覆
っ
て
肩
前
と
背
面
に
大
き
く
垂
下
し
て
い
る
。
特
に
大
き
く

盛
り
上
が
っ
た
地
髪
部
や
下
端
が
丸
く
膨
ら
み
を
持
た
せ
た
髪
束
な
ど
、
頭
髪
の
存
在
感
が
著
し
い
。
こ
れ
ら
の
女
神
像
に
み
る
髪
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型
は
、
一
旦
垂
下
し
た
髪
を
弛
ま
せ
て
結
い
上
げ
る
と
い
う
、
唐
代
の
女
性
の
髪
型
「
鳥
蛮
髻
」
の
変
形
で
あ
り
、
本
像
ほ
か
鎌
倉

時
代
の
吉
祥
天
像
等
の
髪
型
も
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（33
）。

本
像
の
髪
の
結
い
方
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ

る
た
め
本
稿
で
は
外
見
上
で
判
断
す
る
と
、
肩
前
の
髪
束
の
長
さ
や
後
頭
部
の
髪
の
形
状
な
ど
相
違
点
が
あ
る
も
の
の
、
存
在
感
あ

る
頭
髪
や
肩
前
に
垂
下
す
る
先
端
の
丸
い
髪
束
の
形
状
に
は
女
神
像
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
女
神
像
の
髪
型
は
、
背
面
に
至
る
ま

で
長
く
垂
ら
す
作
例
が
多
い
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
の
女
性
が
髪
を
垂
下
す
る
風
潮
に
影
響
を
受
け
、
よ
り
女
性
ら
し
い
表
現
が
採

用
さ
れ
る
に
至
っ
た
結
果
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る（34
）。

さ
ら
に
吉
祥
天
も
平
安
時
代
に
髪
を
垂
下
さ
せ
る
作
例
が
出
現
し
た
こ
と
か

ら
、
女
神
像
と
吉
祥
天
像
の
髪
型
が
相
互
に
影
響
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る（35
）。

　

さ
ら
に
髪
型
だ
け
で
は
な
く
、
着
衣
に
つ
い
て
も
女
神
像
と
吉
祥
天
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
九
〜
十
世
紀
の
女
神
像
は
、

現
実
的
な
女
性
が
着
け
る
世
俗
的
な
礼
服
を
着
け
て
お
り
、
吉
祥
天
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
天
部
像
の
着
衣
と
は
異
な
る
が
、
時
代

が
下
る
に
従
い
大
袖
に
礚褥 
襠
衣
を
重
ね
る
女
神
像
が
増
加
し
、
女
神
像
と
女
性
天
部
像
の
姿
が
近
似
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
女
神
像
の
着
衣
の
変
化
は
、
女
性
天
部
像
の
影
響
に
よ
る
と
い
う（36
）。

よ
っ
て
、
吉
祥
天
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
天
部
像
と
女
神
像

は
、
そ
の
姿
を
造
形
化
す
る
に
あ
た
り
、
髪
型
や
着
衣
な
ど
の
表
現
が
相
互
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
、
本
像
の
髪
型
に

つ
い
て
も
女
神
像
に
よ
る
影
響
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
特
に
初
期
の
女
性
神
像
の
多
く
は
厳
し
い
表
情
を
浮
か
べ
、
堂
々

と
し
た
威
厳
の
あ
る
風
貌
で
あ
る
が
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
髪
型
は
男
神
と
は
異
な
る
女
性
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
て
い

る
。
本
像
の
髪
型
に
お
い
て
平
安
時
代
や
同
時
代
の
吉
祥
天
像
で
は
な
く
、
あ
え
て
平
安
時
代
の
女
神
像
に
通
じ
る
表
現
を
採
用
し

た
理
由
と
し
て
は
、
他
の
吉
祥
天
像
と
は
異
な
る
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
の
提
示
、
つ
ま
り
本
像
を
神
格
化
す
る
た
め
の
一
手
段

と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
立
像
に
お
け
る
外
見
上
の
特
徴
の
う
ち
、
頭
上
の
鳳
凰
・
頭
飾
・
髪
型
に
つ
い
て
の
考
察
を

試
み
た
。

　

頭
上
の
鳳
凰
は
、
そ
の
位
置
や
形
状
な
ど
か
ら
頭
飾
の
一
部
で
は
な
く
本
像
の
象
徴
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
が
、

吉
祥
天
に
関
連
す
る
経
典
・
図
像
に
典
拠
が
な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
兜
跋
毘
沙
門
天
や
毘
沙
門
天
、
敦
煌
莫
高
窟

壁
画
の
女
性
供
養
者
な
ど
の
作
例
と
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
本
像
と
形
姿
の
近
い
例
と
し
て
『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
に
登

場
す
る
天
女
を
新
た
に
取
り
上
げ
た
。『
維
摩
経
』「
観
衆
生
品
」
の
天
女
は
、
菩
薩
と
同
等
の
存
在
と
見
な
さ
れ
た
特
別
な
天
女
で

あ
り
、
頭
上
に
鳳
凰
を
表
わ
し
た
作
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
本
像
に
も
同
様
の
性
格
を
反
映
さ
せ
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。
ま

た
浄
瑠
璃
寺
の
境
内
の
特
徴
や
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
記
載
の
本
像
の
安
置
場
所
に
着
目
し
た
上
で
、
本
像
の
頭
上
の
鳳
凰
と
平
等
院

鳳
凰
堂
の
大
棟
の
鳳
凰
の
関
連
性
を
指
摘
し
、
極
楽
浄
土
、
阿
弥
陀
信
仰
に
関
わ
る
可
能
性
も
提
示
し
た
。

　

頭
飾
は
、
全
体
の
構
成
が
他
の
吉
祥
天
像
と
は
大
き
く
異
な
る
点
、
雲
を
強
く
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
点
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら

が
宋
風
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
さ
ら
に
頭
飾
及
び
頭
上
の
鳳
凰
全
体
を
通
し
て
、
鳳
凰
を
中
心
と
し
た

虚
空
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
形
状
の
類
似
す
る
瀧
山
寺
梵
天
像
と
の
関
わ
り
か
ら
、
本
像
の
作
者
の
特
定

に
繫
が
る
見
解
を
示
し
た
。

　

髪
型
は
、
特
に
肩
前
に
垂
下
す
る
髪
束
の
表
現
が
他
の
吉
祥
天
像
の
作
例
と
は
異
な
る
点
、
ま
た
そ
の
特
徴
が
平
安
時
代
の
女
神

像
に
近
い
表
現
で
あ
る
点
を
指
摘
し
、
本
像
を
神
格
化
す
る
た
め
に
女
神
像
に
近
い
髪
型
を
採
用
し
た
と
考
え
る
に
至
っ
た
。



（601）54

　

こ
の
よ
う
に
本
像
の
頭
上
の
鳳
凰
・
頭
飾
・
髪
型
は
い
ず
れ
も
、
他
の
吉
祥
天
と
は
一
線
を
画
す
る
表
現
で
あ
り
、
本
像
が
特
別

な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
一
手
段
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
本
像
が
突
出
し
た
完
成
度
を
誇
り
、

吉
祥
天
像
の
代
表
作
例
に
値
す
る
こ
と
、
ま
た
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
の
本
像
に
関
連
す
る
明
確
な
記
事
に
よ
っ
て
、
浄
瑠
璃
寺
に
お

い
て
本
像
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
尊
像
で
あ
る
こ
と
に
も
繫
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
本
像
の
造
像
背
景
に
関
連
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
法
相
宗
の
僧
、
解
脱
上
人
貞
慶
（
一

一
五
五
〜
一
二
一
三
）
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
貞
慶
が
本
像
の
造
像
に
関
与
し
た
人
物
と
し
て

た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
い
る
。『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
に
は
、
本
像
の
造
像
時
期
周
辺
の
建
仁
年
間
頃
か
ら
建
暦
年
間
頃
に
か
け
て
、
浄

瑠
璃
寺
の
再
興
に
貞
慶
が
関
与
し
た
旨
の
記
載
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
像
を
納
め
る
厨
子
絵
の
梵
天
・
帝
釈
天
が
海
住
山
寺
五

重
塔
内
陣
扉
絵
や
興
福
寺
東
金
堂
梵
天
・
帝
釈
天
像
な
ど
と
近
似
性
が
あ
る
こ
と
や
、
厨
子
絵
の
尊
像
構
成
が
興
福
寺
東
金
堂
に
関

係
し（37
）、

い
ず
れ
も
貞
慶
と
の
関
わ
り
が
示
唆
さ
れ
る
作
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
像
の
造
像
に
つ
い
て
も
貞
慶
の
関
与
に
つ
い
て
の

指
摘
が
あ
る（38
）。

さ
ら
に
、
浄
瑠
璃
寺
旧
蔵
と
さ
れ
る
十
二
神
将
像
が
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
そ
の
制
作
時
期
が
本

像
と
同
年
の
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
で
あ
り
、
本
像
と
十
二
神
将
像
が
浄
瑠
璃
寺
の
修
正
会
に
お
け
る
薬
師
・
吉
祥
悔
過
会
の
本

尊
と
し
て
一
対
で
造
像
さ
れ
、
そ
こ
に
も
貞
慶
が
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
見
解
が
あ
る（39
）。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
当
時
の
浄
瑠
璃
寺
の
情

勢
や
本
像
の
出
来
栄
え
か
ら
考
慮
す
る
と
、
本
像
の
造
像
に
貞
慶
が
関
与
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後

本
像
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
造
形
的
な
特
色
を
踏
ま
え
て
、
着
衣
、
装
身
具
、
姿
勢
、
台
座
や
厨
子
な
ど
の
特
徴
的
な
部

分
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
、
さ
ら
に
は
本
像
の
作
者
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
慶
派
仏
師
、
造
像
に
お
け
る
貞
慶
と
の
関
わ
り
、
本

像
の
造
像
目
的
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
を
及
ぼ
し
て
い
き
た
い
。
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画
像
出
典

図
1
・
2
・
9
・
15　

奈
良
国
立
博
物
館
提
供

図
3　
『
日
本
美
術
全
集
6　

東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
美
術
』（
小
学
館
、
二
〇
一
五
年
）

図
4　
『
大
正
新
修
大
蔵
経　

図
像
部
』
第
三
巻
（
大
蔵
出
版
、
一
九
八
五
年
）

図
5　
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
』
五
（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）

図
6
・
7　

京
都
国
立
博
物
館
提
供

図
8　
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
』
三
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）

図
9
・
10　
『
日
本
美
術
全
集
7　

運
慶
・
快
慶
と
中
世
寺
院
』（
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
）

図
11
・
12　
『
日
本
美
術
全
集
7　

曼
荼
羅
と
来
迎
図
』（
講
談
社
、
一
九
九
一
年
）

図
13
・
14　
『
大
足
石
刻
彫
塑
全
集
』（
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

図
16　

根
立
研
介
『
吉
祥
・
弁
才
天
像
』（
日
本
の
美
術
三
一
七
、
至
文
堂
、
一
九
九
二
年
）

図
17　
『
日
本
美
術
全
集
4　

密
教
寺
院
か
ら
平
等
院
へ
』（
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
）

追
記

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
浄
瑠
璃
寺
御
住
職
佐
伯
功
勝
師
に
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
査
読
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生

方
、
そ
し
て
清
水
眞
澄
先
生
よ
り
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注

（
1
）　

本
像
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
彫
刻
吉
祥
天
女
像
」（『
國
華
』
七
五
号
、
一
八
七
六
年
）

丸
尾
彰
三
郎
「
浄
瑠
璃
寺
及
清
雲
寺
の
吉
祥
天
女
像
」（『
美
術
研
究
』
六
号
、
一
九
三
二
年
）



（599）56

金
森
遵
「
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
像
に
就
い
て
」（『
東
洋
美
術
』
二
四
号
、
一
九
三
七
年
）

猪
川
和
子
「
吉
祥
天
彫
像
」（『
美
術
研
究
』
二
一
〇
号
、
一
九
六
〇
年
）

西
川
新
次
『
鎌
倉
彫
刻
』（
日
本
の
美
術
四
〇
、
至
文
堂
、
一
九
六
九
年
）

西
川
杏
太
郎
「
吉
祥
天
立
像
（
厨
子
入
）（
本
堂
）」（『
大
和
古
寺
大
観　

七　

海
住
山
寺
・
岩
船
寺
・
浄
瑠
璃
寺
』、
岩

波
書
店
、
一
九
七
八
年
）

伊
東
史
朗　

作
品
解
説
「
吉
祥
天
像
」（『
日
本
古
寺
美
術
全
集　

第
一
五
巻　

平
等
院
と
南
山
城
の
古
寺
』、
集
英
社
、

一
九
八
〇
年
）

肥
田
路
美
『
浄
瑠
璃
寺
と
南
山
城
の
寺
』
日
本
の
古
美
術
一
八
（
保
育
社
、
一
九
八
七
年
）

根
立
研
介　

作
品
解
説
「
吉
祥
天
立
像
」（『
日
本
美
術
全
集　

第
一
〇
巻　

運
慶
と
快
慶
』、
講
談
社
、
一
九
九
一
年
）

根
立
研
介
『
吉
祥
・
弁
才
天
像
』（
日
本
の
美
術
三
一
七
、
至
文
堂
、
一
九
九
二
年
）

海
老
原
真
紀
「
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
像
に
つ
い
て
」（『
奈
良
学
研
究
』
一
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）

岩
田
茂
樹　

作
品
解
説
「
吉
祥
天
立
像
」（『
解
脱
上
人　

貞
慶
―
鎌
倉
仏
教
の
本
流
―
』、
奈
良
国
立
博
物
館
・
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
・
読
売
新
聞
社
、
二
〇
一
二
年
）

山
口
隆
介　

作
品
解
説
「
吉
祥
天
立
像
」（『
日
本
美
術
全
集
7　

運
慶
・
快
慶
と
中
世
寺
院
』、
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
）

（
2
）　

特
別
展　

創
建
一
二
五
〇
年
記
念
「
奈
良　

西
大
寺
展　

叡
尊
と
一
門
の
名
宝
」（
主
催　

三
井
記
念
美
術
館
・
真
言

律
宗
・
総
本
山
西
大
寺
・
日
本
経
済
新
聞
社
他
）
二
〇
一
七
年
四
月
十
五
日
（
土
）
〜
六
月
十
一
日
（
日
）　

巡
回
先
は

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
・
山
口
県
立
美
術
館
。
な
お
、
本
像
は
二
〇
一
七
年
六
月
六
日
〜
十
一
日
に
公
開
し
た
。

（
3
）　

本
像
の
概
要
は
注
1
先
行
研
究
を
参
照
し
た
ほ
か
、
実
見
に
基
づ
く
。

（
4
）　

そ
の
う
ち
根
立
氏
は
注
1
前
掲
書
（『
吉
祥
・
弁
才
天
像
』）
に
お
い
て
、
頭
上
の
鳳
凰
の
類
例
の
少
な
さ
を
指
摘
し
て

お
り
、
猪
川
和
子
氏
は
注
1
前
掲
論
文
に
お
い
て
兜
跋
毘
沙
門
天
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
兜
跋
毘
沙
門
天
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

（
5
）　

本
像
よ
り
後
の
作
例
と
し
て
は
、
絵
画
で
は
あ
る
が
奈
良
・
宝
山
寺
吉
祥
天
像
（
湛
海
筆
・
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
））
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や
滋
賀
・
観
音
正
寺
千
手
観
音
像
（
室
町
時
代
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
6
）　

内
藤
栄
「
工
芸
品
に
表
わ
さ
れ
た
鳳
凰
と
獅
子
」（『
不
滅
の
シ
ン
ボ
ル　

鳳
凰
と
獅
子
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇

一
一
年
）、
猪
川
和
子
「
地
天
に
支
え
ら
れ
た
毘
沙
門
天
彫
像
―
兜
跋
毘
沙
門
天
像
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」（『
美
術
研

究
』
二
二
九
号
、
一
九
六
三
年
）

（
7
）　

松
本
栄
一
『
敦
煌
画
の
研
究　

図
像
篇
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
五
年
）、
松
本
文
三
郎
「
兜
跋
毘
沙
門
攷
」（『
東
方

学
報
』
第
十
冊
第
一
分
、
一
九
三
九
年
）

（
8
）　

猪
川
氏
注
6
前
掲
論
文

（
9
）　

岩
佐
光
晴
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
10
）　

内
藤
氏
注
6
前
掲
論
文

（
11
）　

主
に
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
』
五
（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）、
東
山
健
吾
『
敦
煌
三
大
石
窟　

莫
高
窟
・
西
千

仏
洞
・
楡
林
窟
』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（
12
）　

鳳
冠
に
つ
い
て
は
、
周
汛
・
高
春
明
、
栗
城
延
江
訳
『
中
国
五
千
年　

女
性
装
飾
史
』（
一
九
九
三
年
、
京
都
書
院
）

を
参
照
し
た
。

（
13
）　

例
え
ば
第
九
八
窟
于
闐
王
李
聖
天
供
養
図
（
図
5
）・
第
六
一
窟
女
性
供
養
者
図
の
女
性
は
優
塡
王
李
聖
天
の
皇
后
、

第
九
八
窟
回
鶻
公
主
供
養
図
・
第
六
一
窟
女
性
供
養
者
図
の
女
性
は
曹
議
金
夫
人
、
第
一
〇
八
窟
女
性
供
養
者
図
の
女
性

は
曹
氏
一
族
の
女
性
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。（
注
11
前
掲
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
』
五
を
参
照
）

（
14
）　
『
宋
元
仏
画
│
蒼
海
（
う
み
）
を
越
え
た
ほ
と
け
た
ち
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
五
年
）

（
15
）　

こ
の
頭
飾
は
、
京
都
・
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
の
胎
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
版
画
弥
勒
菩
薩
像
〔
雍
熙
元
年
（
九
八

四
）〕
画
中
の
女
性
と
酷
似
し
て
い
る
。
版
画
弥
勒
菩
薩
像
は
北
宋
時
代
の
雍
熙
元
年
（
九
八
四
）
に
彫
版
さ
れ
、
そ
の

原
画
は
北
宋
の
宮
廷
画
院
の
最
高
位
で
あ
っ
た
高
文
進
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
が
画
中
年
紀
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
京
都
国
立
博
物
館
「
維
摩
居
士
像
」
の
制
作
時
期
は
南
宋
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
図
像
は
北
宋
時
代

の
中
心
的
画
家
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
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士
像
の
図
像
的
根
拠
が
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
の
胎
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
「
霊
山
変
相
図
」
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
類

似
す
る
。

（
16
）　

鳩
摩
羅
什
訳
「
維
摩
詰
所
説
経
」（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
四
巻　

経
集
部
一
）

（
17
）　

中
国
に
お
け
る
維
摩
経
変
の
作
例
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

 

石
松
日
奈
子
「
維
摩
・
文
殊
像
の
研
究
―
中
国
南
北
朝
期
仏
教
美
術
に
お
け
る
左
右
対
置
表
現
の
一
例
と
し
て
―
」（『
南

都
佛
教
』
七
一
号
、
一
九
九
五
年
）、
濱
田
瑞
美
『
敦
煌
石
窟
美
術
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
四
年
）

（
18
）　

な
お
、
本
像
の
概
要
に
て
指
摘
し
た
左
手
を
外
側
に
向
け
て
屈
臂
し
宝
珠
を
載
せ
る
姿
が
、
敦
煌
莫
高
窟
の
維
摩
経
変

の
天
女
と
近
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
19
）　

注
16
前
掲
書
、
大
角
修
『
維
摩
経
・
勝
鬘
経
』（K

A
D

O
K

AW
A

、
二
〇
二
二
年
）

（
20
）　

中
国
に
お
け
る
鳳
凰
に
つ
い
て
は
、
主
に
板
倉
聖
哲
「
鳳
凰
図
像
の
展
開
―
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
」（『
不
滅
の
シ
ン

ボ
ル　

鳳
凰
と
獅
子
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
）、
高
橋
宗
一
「
我
が
国
に
お
け
る
鳳
凰
と
そ
の
図
像
―
中

国
文
化
受
容
の
一
形
態
」『
東
京
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
十
五
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
し
た
。

（
21
）　

内
藤
氏
注
6
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
敦
煌
莫
高
窟
の
女
性
供
養
者
と
正
倉
院
の
宝
冠
に
つ
い
て
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
22
）　

内
藤
氏
注
6
前
掲
論
文

（
23
）　

内
藤
氏
注
6
前
掲
論
文

（
24
）　
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
事
』（
注
1
前
掲
書
『
大
和
古
寺
大
観　

七　

海
住
山
寺
・
岩
船
寺
・
浄
瑠
璃
寺
』）

（
25
）　

三
本
周
作
「
愛
知
・
瀧
山
寺
聖
観
音
・
梵
天
・
帝
釈
天
像
の
付
属
荘
厳
具　

―
荘
厳
形
式
も
踏
ま
え
た
三
尊
像
の
理
解

の
た
め
に
―
」（『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
二
九
、
二
〇
一
二
年
）

（
26
）　

三
本
氏
注
25
前
掲
論
文
、
藤
岡
穣
「
仏
師
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
密
教
図
像
か
ら
彫
像
へ
―
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
年
）

（
27
）　

三
本
氏
注
25
前
掲
論
文
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（
28
）　

海
老
原
氏
注
1
前
掲
論
文

（
29
）　

山
口
氏
注
1
前
掲
解
説

（
30
）　

本
像
の
袖
口
及
び
裙
裾
の
翻
り
と
宋
風
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
た
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
金
森
氏
、
西
川
新
次

氏
、
西
川
杏
太
郎
氏
、
肥
田
氏
、
海
老
原
氏
、
山
口
氏
の
注
1
前
掲
論
文
・
解
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
31
）　

醍
醐
寺
像
の
肩
に
か
か
る
髪
束
先
端
部
は
後
補
で
あ
る
が
、
当
初
も
同
様
の
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
佐
々
木
守
俊
「
三
宝
院
定
海
の
吉
祥
天
造
像
」（『
平
安
仏
教
彫
刻
史
に
み
る
中
国
憧
憬
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

一
七
年
））

（
32
）　

な
お
、
本
像
よ
り
時
代
の
下
が
る
作
例
と
し
て
奈
良
・
興
福
寺
厨
子
入
吉
祥
天
倚
像
な
ど
の
髪
型
が
近
似
し
て
い
る
。

（
33
）　

鈴
木
昌
子
「
女
神
像
に
み
る
日
本
古
代
の
髪
型
の
変
遷
―
一
髻
か
ら
大
垂
髻
ま
で
―
」（『
山
野
研
究
紀
要
』
五
、
一
九

九
六
年
）

（
34
）　

池
本
ゆ
い
「
女
神
像
の
服
制
・
髪
型
に
つ
い
て
」（『
帝
塚
山
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要
』
十
四
号
、
二
〇
一
二

年
）

（
35
）　

池
本
氏
注
34
前
掲
論
文

（
36
）　

岡
田
麻
未
「
初
期
女
神
像
の
唐
装
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
三
〇
、
二
〇
一
二
年
）

（
37
）　

林
温
「
旧
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
厨
子
絵
諸
尊
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
佛
教
芸
術
』
一
六
九
号
、
一
九
八
九
年
）

（
38
）　

海
老
原
氏
注
1
前
掲
論
文
、
岩
田
氏
注
1
前
掲
解
説
、
山
口
氏
注
1
前
掲
解
説

（
39
）　

瀨
谷
貴
之
「
解
脱
上
人
貞
慶
と
興
福
寺
北
円
堂
再
興
造
像
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」（
注
1
前
掲
書
『
解
脱
上
人　

貞

慶
―
鎌
倉
仏
教
の
本
流
―
』）
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図 1 　吉祥天立像　京都・浄瑠璃寺



京都・浄瑠璃寺吉祥天立像に関する一考察61（594）

図 2　 吉祥天立像　京都・浄瑠璃寺 
（頭部鳳凰）

図 3　兜跋毘沙門天立像　京都・東寺
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図 4 　仁和寺本『別尊雑記』巻54「多聞天」

図 5　 敦煌莫高窟第98窟 
于闐王李聖天供養図（部分）



京都・浄瑠璃寺吉祥天立像に関する一考察63（592）

図 6　維摩居士像　京都国立博物館

図 7　 維摩居士像（部分）　 
京都国立博物館　 

図 8　 敦煌莫高窟第335窟北壁　 
維摩経変相（部分）
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図 9 　吉祥天立像（頭飾）　京都・浄瑠璃寺

図10　梵天立像（部分）　愛知・瀧山寺



京都・浄瑠璃寺吉祥天立像に関する一考察65（590）

図11　 十二天屛風　京都・東寺 
（梵天・部分）

図12　 十二天屛風　京都・東寺 
（月天・部分）

図14　 大仏湾第11号釈迦仏 
涅槃図弟子像（部分）

図13　 大仏湾第14号毘盧洞　 
大日如来像（部分）
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図17　 八幡三神坐像（神功皇后）　 
奈良・薬師寺

図16　吉祥天立像　京都・醍醐寺

図15　 吉祥天立像（頭部）　 
京都・浄瑠璃寺


